
維持管理ロボットによる省力化 

持続的に生活や産業を支えるインフラを低コストで実現 
安心してインフラを利用できる社会 

・人口減少、少子高齢化、自然災害への備え等の社会環境の急速な変化 
・高度経済成長期に整備されたインフラが一斉に更新期を迎え、維持補修・更新への 
 多額の投資需要の発生が想定 

ダム・河川の 
維持管理 

道路管理 

変位計 

加速度計 

傾斜計 ひずみ計 

プローブ情報 

橋梁の 
異常監視 

トンネルの 
異常監視 

点検・診断技術等のシステム化による
情報の自動集約 

遠隔制御 

ＣＡＤデータへ 

レーザースキャナー等 

No 
桁 
床板 
支承部 
桁 
床板 

ランク 
A 
B 

C 
A 
D 

部位コード 
0001 - 0000 
0012 - 1234 

0123 - 0043 
0002 - 0002 
0012 - 3423 

No 
桁 
床板 
支承部 
桁 
床板 

ランク 
A 
B 

C 
A 
D 

部位コード 
0001 - 0000 
0012 - 1234 

0123 - 0043 
0002 - 0002 
0012 - 3423 

部位 
桁 
床板 
支承部 
桁 
床板 

判定 
○ 
▲ 
× 
○ 
× 

状態 
良い 
亀裂発生 
腐食発生 
良い 
損傷有り 

部位 
桁 
床板 
支承部 
桁 
床板 

判定 
○ 
▲ 
× 
○ 
× 

状態 
良い 
亀裂発生 
腐食発生 
良い 
損傷有り 

No 
桁 
床板 
支承部 
桁 
床板 

ランク 
A 
B 

C 
A 
D 

部位コード 
0001 - 0000 
0012 - 1234 

0123 - 0043 
0002 - 0002 
0012 - 3423 

No 
桁 
床板 
支承部 
桁 
床板 

ランク 
A 
B 

C 
A 
D 

部位コード 
0001 - 0000 
0012 - 1234 

0123 - 0043 
0002 - 0002 
0012 - 3423 

部位 
桁 
床板 
支承部 
桁 
床板 

判定 
○ 
▲ 
× 
○ 
× 

状態 
良い 
亀裂発生 
腐食発生 
良い 
損傷有り 

部位 
桁 
床板 
支承部 
桁 
床板 

判定 
○ 
▲ 
× 
○ 
× 

状態 
良い 
亀裂発生 
腐食発生 
良い 
損傷有り 

点検評価 

自己修復材料による 
耐久性の向上 

「Ⅲ．世界に先駆けた次世代インフラの整備」の課題と取組の例 

基本的認識と重点的課題 

0 

重点的取組 

自己修復後 

ひび割れ 



・地域における潜在的な活力や資源を活かし、地域経済の活性化が必要 
・地域の過疎化、高齢化が加速し、農林水産業の担い手が減少 
・地域独自の‘強み’を生かせず全国画一化が進行 

ITやロボットによる生産性の向上 
アグリインフォマティクスによる「匠の技術」の承継 

海外に目を向けた強い農林水産業の実現 
働きやすく持続可能な農林水産業を持つ社会 

ゲノム情報を活用した新品種の開発とブランド化 

「Ⅳ．地域資源を‘強み’とした地域の再生」の課題と取組の例 

重点的取組 

基本的認識と重点的課題 

1 

ITやロボット等の工学技術を
作物の管理、収穫等、様々な
作業フェーズに導入し、農作業
の省力化・効率化を図る 

農家の匠の技をデータベース化する
アグリインフォマティクス技術を活用す
ることで、高収量・高収益モデルを
実現する 

ゲノム情報の解析等により、新
品種を生み出す期間を大幅に
短縮すると共に、その技術を全
国展開 

地域での商品開発、ブランド化に貢献す
る画期的な新品種を迅速に開発 



・東日本大震災の発生から二年が経過 
・震災から早期に復興し、国民の生活や産業を再生させることは喫緊の重要課題 
・震災の教訓を生かした更なる発展の機会となるよう科学技術イノベーションを積極投入 

復興再生をさらに加速化 
成果や活用事例を世界へ積極的に発信 

東日本大震災における被災者の健康状態及び大
規模災害時の健康支援に関する研究 

東北地方に適したイチゴ養液栽培システム 
（生産性の大幅な向上） 

食料生産地域再生のための先端技術の展開 

局所 
温度制御 

天敵による 
害虫防除 

LED光源 
による育苗 

ヒートポンプ等 
の効率的 
エネルギー 
システム 

「Ⅴ．東日本大震災からの早期の復興再生」の課題と取組の例 

重点的取組 

基本的認識と重点的課題 

2 

東日本大震災の被災者の健康状態等を継続的に把握。 
必要に応じて専門的なケアにつなげ、今後の支援体制、
将来の大規模災害発生時の保健活動の在り方について
の研究を行う。  


